
次
は
股
関
節
を
動
か
し
ま

す
。
両
手
を
肩
の
高
さ
に
真

っ
す
ぐ
伸
ば
し
た
ま
ま
、
右

手
の
ひ
ら
を
振
り
上
げ
目
が

け
て
、
左
足
の
つ
ま
先
で

１
、
２
、
３
で
タ
ッ
チ
し
て

歩
き
ま
す
。
左
手
の
ひ
ら

に
、
振
り
上
げ
た
右
足
の
つ

ま
先
と
、
交
互
に
繰
り
返
し

ま
す
。
徐
々
に
動
き
が
難
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
が
準
備
体
操
。

さ
あ
、
本
番
で
す
。

頭
の
上
に
手
を
置
い
て
顔

を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
走

る
。
両
手
を
肩
の
高
さ
ま
で

あ
げ
た
ま
ま
走
る
。
気
を
つ

け
の
姿
勢
の
ま
ま
走
る
。

「
お
へ
そ
か
ら
上
が
倒
れ

て
い
る
人
が
い
る
か
ら
気
を

つ
け
て
！
」

西
岡
さ
ん
の
注
意
が
飛
び

ま
す
。

次
に
、
そ
の
場
で
10
秒

間
、
「
も
も
あ
げ
」
を
し
て

ダ
ッ
シ
ュ
。
足
を
伸
ば
し

て
、
座
っ
て
、
立
ち
上
が
っ

て
ダ
ッ
シ
ュ
。
後
ろ
向
き

で
、
座
っ
て
、
立
ち
上
が
っ

て
、
ク
ル
ッ
と
回
っ
て
ダ
ッ

シ
ュ
。

最
後
は
、
全
員
で
ス
キ
ッ

プ
し
て
、
終
わ
り
ま
し
た
。

「
走
り
方
教
室
」
は
ベ
ル

マ
ー
ク
財
団
の
「
教
育
応
援

隊
」
の
一
つ
。
今
回
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
長
の
杉

山
有
紀
子
さ
ん
と
副
委
員
長

の
及
川
桃
子
さ
ん
が
10
月
の

運
動
会
前
に
開
け
れ
ば
い
い

ね
、
と
申
し
込
み
を
決
め
た

そ
う
で
す
。

「
ミ
ズ
ノ
・
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
の
一
つ
、
「
走
り
方
教

室
」
が
9
月
7
日
、
神
奈
川

県
横
須
賀
市
の
鴨
居
小
学
校

（
新
倉
邦
子
校
長
、
４
５
４

人
）
で
あ
り
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ

ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
西
岡
勝
義

さ
ん
が
３
年
生
82
人
と
４
年

生
74
人
を
指
導
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
ま
っ
す
ぐ
走

る
」
で
し
た
。

「
隣
の
人
を
見
な
が
ら
走

る
の
は
禁
止
。
き
ょ
う
は
前

だ
け
を
見
て
走
る
。
前
の
木

だ
け
を
見
て
走
る
。
頭
の
位

置
と
顔
の
位
置
を
動
か
さ
な

い
よ
う
に
意
識
し
て
走
る
」

約
90
分
間
、
２
度
の
休
憩

を
は
さ
ん
で
、
ひ
た
す
ら
ま

っ
す
ぐ
走
る
練
習
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

右
手
を
前
に
、
左
手
を
後

ろ
に
、
ひ
じ
を
曲
げ
ず
に
、

グ
ル
グ
ル
回
し
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
ま
っ
す
ぐ
歩
き
ま

す
。

「
わ
か
ん
な
～
い
」
「
む
ず

か
し
い
」
と
言
い
な
が
ら

も
、
ど
の
子
も
楽
し
そ
う
で

す
。

い
う
こ
と
で
す
。
桑
原
さ
ん

は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
が
主

催
す
る
へ
き
地
学
校
対
象
の

理
科
実
験
教
室
で
４
年
前
か

ら
講
師
を
務
め
、
「
ク
リ
オ

ネ
先
生
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
種
と
分
か
っ
た
ク
リ
オ

ネ
は
10
年
以
上
前
か
ら
地
元

の
研
究
者
ら
が
存
在
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
が
、
従
来
の

ク
リ
オ
ネ
の
幼
生
か
、
別
種

の
生
物
と
見
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
桑
原
さ
ん
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
沿
岸
で
採
取
し
た
ク
リ

オ
ネ
の
仲
間
を
１
年
間
飼
育

し
、
山
崎
さ
ん
が
遺
伝
子
を

解
析
し
て
論
文
に
ま
と
め
、

ロ
ン
ド
ン
貝
類
学
会
に
投
稿

し
、
新
種
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
体
長
約
８
ミ
リ
で
、
学

名
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
ち
な

ん
で
「
ク
リ
オ
ネ
・
オ
ホ
ー

テ
ン
シ
ス
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
和
名
は
「
ダ
ル
マ
ハ

ダ
カ
カ
メ
ガ
イ
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。

「
氷
の
妖
精
」
と
呼
ば
れ

る
ク
リ
オ
ネ
の
新
種
を
、
北

海
道
蘭
越
町
「
貝
の
館
」
学

芸
員
の
山
崎
友
資
さ
ん
と
道

立
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
科
学
セ

ン
タ
ー
（
紋
別
市
）
学
芸
員

の
桑
原
尚
司
さ
ん
が
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
で
発
見
し
た
、
と
朝

日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
や
地
元
新

聞
が
報
じ
ま
し
た
。
新
種
の

発
見
は
１
９
０
２
年
以
来
と

コ
ー
チ
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
お
陰
で
す
。
昨
年
は
補
欠

で
悲
し
い
思
い
も
し
ま
し
た

が
、
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。プ

レ
ー
後
に
は
プ
ロ
に
サ

イ
ン
を
も
ら
っ
た
り
、
記
念

撮
影
を
し
た
り
し
て
、
ゲ
ー

ム
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。小

田
プ
ロ
ら
が
本
物
の
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
で
ド

ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
示
す

と
、
迫
力
満
点
の
ス
イ
ン
グ

か
ら
鋭
い
金
属
音
を
残
し
て

繰
り
出
さ
れ
る
飛
距
離
に
、

「
す
ご
ー
い
」
と
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

て
、
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
覆

わ
れ
た
円
筒
に
く
っ
つ
け
る

ま
で
の
打
数
を
競
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
の
賞
金
王
、

小
田
孔
明
プ
ロ
ら
６
人
の
プ

ロ
に
よ
る
「
ド
リ
ー
ム
チ
ー

ム
」
は
「
や
る
か
ら
に
は
勝

つ
！
」
と
、
気
合
十
分
で
臨

み
ま
し
た
。
時
折
、
霧
雨
の

よ
う
な
小
雨
の
中
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
９
人
も
出
る
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
大
会
を
制
し
た

の
は
、
ス
コ
ア
73
の
茨
城
県

笠
間
市
立
友
部
小
学
校
で
し

た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
羽
沢
和

麿
君
（
５
年
）
は
「
監
督
や

の
た
め
昨
年
ま
で
は
宮
城

県
、
今
年
か
ら
３
年
は
福
島

県
内
で
開
催
し
ま
す
。

ス
ナ
ッ
グ
と
は
「Starti

ng
New

At
Golf

（
ゴ
ル
フ

を
始
め
る
た
め
に
）
」
の
頭

文
字
と
、
「
く
っ
つ
く
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
よ
り
一

回
り
小
さ
な
ボ
ー
ル
を
、
２

種
類
の
ク
ラ
ブ
を
使
い
分
け

子
ど
も
向
け
に
開
発
さ
れ

た
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
の
全
国

大
会
「
第
14
回
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
カ

ッ
プ
」
が
７
月
16
日
、
福
島

県
西
郷
村
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
那

須
白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開

か
れ
ま
し
た
。
日
本
ゴ
ル
フ

ツ
ア
ー
機
構
（
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ)



日
本
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
連
盟

が
主
催
し
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
16
都
道
県
28
小
学
校

１
６
４
選
手
が

出
場
し
ま
し

た
。
６
人
の
プ

ロ
が
特
別
参
加

し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
支
援

ん
で
20
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
足
を
使
っ
て
一
気

に
一
輪
車
に
乗
っ
た
り
、
乗

車
し
た
児
童
と
児
童
が
手
を

つ
な
い
で
回
転
し
た
り
、
と

い
っ
た
技
を
教
わ
り
ま
し

た
。
校
長
の
川
尻
弘
美
先
生

た
ち
が
「
で
き
た
ね
」
と
応

援
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
が

「
姿
勢
を
良
く
す
る
の
が
基

本
で
す
」
と
教
え
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
「
は
い
っ
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
「
ま
た
来
て
ね
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

２
人
は
翌
日
の
９
月
１
日

に
は
、
浜
松
市
天
竜
区
の
横

山
小
を
訪
れ
ま
し
た
。
４
学

級
26
人
の
児
童
が
学
ん
で
い

ま
す
。
２
年
前
に
統
合
し
た

龍
山
第
一
小
学
校
で
は
一
輪

車
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
、
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
統
合
後
も

熱
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

低
学
年
の
子
も
ほ
と
ん
ど

が
乗
る
こ
と
が
で
き
、
高
学

年
に
は
、
同
じ
場
所
で
一
輪

車
を
前
後
さ
せ
る
「
ア
イ
ド

リ
ン
グ
」
が
出
来
る
子
も
い

ま
す
。
山
下
浩
校
長
が
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
採
用
さ

れ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
目

標
に
な
り
ま
す
ね
」
と
期
待

す
る
ほ
ど
で
す
。

し
た
。
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
よ

う
な
滑
ら
か
な
走
り
や
ス
ピ

ン
を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手

を
受
け
ま
し
た
。

演
技
の
あ
と
は
校
庭
に
出

て
、
３
年
生
と
４
年
生
の
計

21
人
が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

高
鷲
小
は
一
輪
車
に
取
り
組

（
た
か
す
）
小
学
校
で
し

た
。
岐
阜
県
北
部
、
ひ
る
が

の
高
原
に
あ
る
学
校
で
す
。

７
学
級
61
人
の
子
ど
も
た
ち

が
学
ん
で
い
ま
す
。
２
学
期

が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
８
月

31
日
、
２
人
が
学
校
を
訪
ね

ま
し
た
。
ま
ず
全
校
児
童
と

保
護
者
、
先
生
た
ち
の
前

で
、
模
範
演
技
を
披
露
し
ま

ベ
ル
マ
ー
ク
の
一
輪
車
講

習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
、
全
国
13
カ
所
を
巡
回
し

て
教
え
て
く
れ
る
の
は
鈴
木

奈
菜
さ
ん
と
須
郷
真
弥
さ
ん

で
す
。
２
人
と
も
国
内
や
世

界
大
会
で
優
勝
経
験
が
何
度

も
あ
る
ス
タ
ー
選
手
で
す
。

今
年
最
初
は
、
岐
阜
県
郡

上
（
ぐ
じ
ょ
う
）
市
立
高
鷲

０
０
人
の
親
子
連
れ
が
夢
と

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
を
楽

し
み
ま
し
た
。

白
雪
姫
役
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー

夏
樹
さ
ん
や
王
子
役
の
溝
呂

木
賢
さ
ん
を
は
じ
め
、
出
演

者
た
ち
が
歌
と
踊
り
で
観
客

を
魅
了
し
ま
す
。
魔
女
が
子

ど
も
た
ち
に
お
菓
子
を
配
っ

て
、
観
客
席
と
舞
台
が
一
体

と
な
る
場
面
も
工
夫
さ
れ
て

い
て
、
小
さ
な
子
も
最
後
ま

で
楽
し
ん
で
観
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

終
演
後
は
出
演
者
が
観
客

を
握
手
で
見
送
り
ま
し
た
。

舞
台
の
上
で
輝
い
て
い
た
白

雪
姫
や
王
子
様
の
登
場
に
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
照

れ
な
が
ら
も
ハ
イ
タ
ッ
チ
し

た
り
、
一
生
懸
命
話
し
か
け

た
り
し
て
、
あ
ふ
れ
る
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

劇
団
東
少
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ベ
ル
マ
ー
ク
フ
ァ
ミ
リ

ー
劇
場

白
雪
姫
」
が
８
月

11
日
、
山
形
市
の
山
形
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し

た
。
東
少
の
有
料
公
演
に
ベ

ル
マ
ー
ク
財
団
が
補
助
し
、

一
部
の
席
に
特
別
支
援
学
校

や
へ
き
地
校
、
福
祉
施
設
の

子
ど
も
た
ち
を
招
待
す
る
支

援
事
業
の
一
つ
で
す
。

こ
の
日
は
、
児
童
養
護
施

設
山
形
学
園
の
児
童
15
人

と
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の

む
つ
み
ハ
イ
ツ
（
社
会
福
祉

法
人
出
羽
む
つ
み
会
）
の
児

童
20
人
が
招
待
さ
れ
、
約
４

んに置いていただいていましたが、今は肉屋さんも

減って、スーパーがほとんどです。スーパーも何種

類も置いているところは少なく、たいてい１社に決

めているところが多いですね。スーパーに置いても

らうのはなかなか大変です。

――今後も国内では限られた地域での販売になるの

でしょうか？

生ものは関東圏に限定
現状のままでいくと、関東圏に限られると思いま

す。通常は生ものなのでどうしても近場になってし

まいます。ベルマークは付いていませんが、業務用

は冷凍なので全国で販売しています。

――カナダ、アメリカ、オーストラリア、ヨーロッ

パ、アジア諸国には、いつ頃から輸出されているの

でしょうか？

55年前から、需要があって貿易会社を通じて海外

にも輸出しています。

――「外国の人は餃子好き」と聞いたことがありま

すが？

世界には、生地で包んで食べる料理がそこそこあ

りますので、外国の方には馴染みやすかったようで

す。日本のラーメンブームの影響で、輸出は好調で

す。特にヨーロッパ圏での需要は増えていますね。

外国の人も日本人と同じように、ラーメンと一緒に

餃子を注文するそうです。

――ベルマーク財団へのご要望やベルマーク運動に

期待することがありましたら、教えてください。

販売すればするほど社会貢献につながるわけです

から、多くの販売店に置いて欲しいですね。ベルマ

ークに共感するスーパーがもっと増えれば、もっと

ベルマークを前面に押し出していきたいと思いま

す。餃子やワンタンの皮は大体１店に１社しか扱わ

ないので、ぜひ弊社製品を置いていただきたい。そ

して、スーパーと一緒にベルマークを盛り上げるこ

とが出来たら、こんな嬉しいことはないですね。

――ほかの企業から「協賛するメリットは」と聞か

れたとしたら、どう説明されますか？

売り上げを上げていくのは企業として当たり前の

ことですが、売れば売るほど社会貢献につながると

いうのは、難しいこともなく極めてシンプルでわか

りやすいと思っています。

――社名が「東京ワンタン本舗」ですから、最初は

ワンタンの皮を製造さ

れていたのでしょうか

？

昭和22年の創業当初

は、あずま屋製麺所と

して、うどんや麺を作

っていました。創業者

が戦争に行って旧満州

で餃子を食べたのが餃

子の皮を作るきっかけ

になったそうです。餃子の皮もうどんや麺と同じ小

麦粉が原料ですからね。昭和25年から餃子やワンタ

ンの皮などの中華食材の製造をはじめました。

東京ワンタン本舗に社名を変えたのは昭和31年で

す。社名にワンタンを入れたのは、単にゴロが餃子

よりワンタンの方がよかったからだと思います。

――広報戦略についてお聞かせください。

年以上も配合変えず
60年以上、小麦粉など配合は一切変えていませ

ん。安心で安全な皮を作り続けています。昔からず

ーっとお使いいただいている家庭も多く、なかなか

他社と比べて違いがわかる商品ではないのですが、

中にはコアなお客様もいて「ほかの会社の製品とは

全然ちがう」と言っていただいています。そう言っ

ていただくとうれしいですね。

――マリンコラーゲン入り餃子の皮についてお聞か

せください。

マリンコラーゲンと

は、海の魚だけで作ら

れたコラーゲンのこと

でコラーゲンの中でも

高級品とされていま

す。食感も柔らかくな

りますが、一番の効果

は肌にいいことです。

その他にも骨、皮膚、

爪や髪の毛、血液の中

の脂質にも効果がある

ことがわかっています。ベルマークも２点ついてい

ます。ぜひ一度、お使いいただきたいですね。

――現在は、東京中心の販売のようですが、ほかの

地域のＰＴＡのお母さんたちから「どこで購入でき

ますか？」といったお問い合わせはありませんか？

いただいています。「以前はお肉屋さんに置いて

たのに……。この近くだとどこで買えますか？」な

ど、お問い合わせもさまざまです。昔は町の肉屋さ

ベルマーク運動協賛会社へのインタビューシリー

ズ「私の会社とベルマーク」。16回目は株式会社東

京ワンタン本舗です。1995（平成７）年から協賛さ

れています。外国にも広がる餃子ブームを中心に、

総務部の越智大隆（ひろたか）さんと関口道子さん

にお話を伺いました。 （構成・石田美由紀）

――御社には20年以上も協賛していただいています

が、どのような期待がありましたか？期待外れだっ

た点もお聞かせください。

期待は商品への安心感
今の社長が副社長時代に弊社はラジオＣＭを出し

ていて、広告代理店がベルマークを紹介してくれた

そうです。ベルマークを付けることによって、商品

に安心感をつけたいという気持ちを込めて、ベルマ

ークに加入したそうです。

少しずつですが、「東京ワンタンの皮にはベルマ

ークがついている」ことは定着してきたようです。

ベルマークを集めているお母さんたちはターゲット

層としても一致していますし、弊社に対していいイ

メージを持っていただいているようです。問い合わ

せの時に「ベルマークが付いているから安心だし、

学校のベルマーク活動でも助かっている」と言われ

ると嬉しいですね。期待外れだったことは……、う

ーん、特に思い当たりませんね。

具体的には決まっていませんが、お客様や関連会

社の皆さん、弊社の社員にとっても価値あるイベン

トにしたいと思っています。

――財団へのご要望やベルマーク運動に期待するこ

とがありましたら、教えてください。

ほかの協賛会社さんとも一緒にできるイベントに

参加したいと思っています。ベルマーク財団には、

協賛会社間の橋渡し的な役割を期待します。

その時は、等身大のディーン・フジオカも連れて

行きます。インパクトがあり話題性もあり、面白い

と思いますよ。

カのパネルがＰＴＡの方からとても好評でした。デ

ィーン・フジオカ渋滞ができた会場もあったくらい

です。

――日本で初めて御社がコマーシャルに起用したと

聞いています。反応や起用の経緯を教えてくださ

い。

清々しさを期待し起用
参加した説明会の会場は、かつお節を使っていた

だきたい30代、40代の方たちが中心だったと思いま

す。どこの会場でも反応はよかったですね。50代半

ばから上の人たちは、子ども時代にかつお節を削っ

たことがありますが、その年代より下の人たちは、

削った経験がないんですよ。

ディーン・フジオカは、ぜひ、かつお節を使って

いただきたい30代、40代の女性をターゲットにしま

した。白いアツアツのごはんに、かつお節を薄く削

って、そのまま食べていただく……。清々しいイメ

ージとして、ディーン・フジオカを起用しました。

ホントのことを話しますと、彼に決めた時はブレ

ークするきっかけとなった朝の連続ドラマも始まっ

ていないし、社内で

は誰一人、知りませ

んでした。商品のイ

メージが先に来て、

決めました。人気が

沸騰して話題性もあ

り、和食と洋風の顔

立ちの意外な取り合わせもあり、かつお節を使って

いなかった方からも「マルトモのかつお節を売って

いるお店を教えて！」と問い合わせはかなりいただ

いています。

――ほかに何か、戦略上で目指していることはあり

ますか？

削った瞬間の味が最高
ブランド力の強化です。まだまだ東日本のシェア

は低いんです。「マルトモ」の名前から「マルト

モ」の作ったものだから安心、いい商品のはずだよ

ね？ というイメージを東日本の方たちにも早くも

っていただきたいと思っています。

「削った瞬間の花かつおは最高に美味しい」。こ

のことをぜひ、一人でも多くの人に知っていただき

たいですね。

子どもたちにも興味を持ってもらいたくて、キャ

ラクターも１年半ほど前から七つ設定しています。

キャラクターがふきだしで話しているので、ぜひ当

社のホームページをのぞいてみてください。

また、ここ２、３年は栄養面についても全面的に

アピールしています。タンパク質が70パーセントと

必須アミノ酸も多く含んでいます。子どもさんにも

ぜひ食べていただきたいです。

――来年は御社創立１００周年とお聞きしました。

イベントやキャンペーンを計画されていますか？

ベルマーク運動協賛会社へのインタビューシリー

ズ「私の会社とベルマーク」。15回目は「あの人」

のコマーシャルで話題となった、かつおの削り節で

おなじみのマルトモ株式会社です。1974（昭和49）

年から協賛しています。家庭用事業本部マーケティ

ングイノベーション部の竹田睦宏（よしひろ）さん

と宮本莉果子（りかこ）さんにお話を伺いました。

(構成・石田美由紀）

――40年以上も協賛していただいています。どのよ

うな期待がありましたか？ もし期待外れだった点

もあれば、お聞かせください。

長い協賛が効果の現れ
数十年前なので明確なことはわかりませんが、社

会貢献と食育活動の両方から参加しています。お母

さんと子どもが一緒にベ

ルマークの付いている商

品を買って、家庭と学校

とのつながりにベルマー

クがかかわれることもう

れしいですね。

協賛会社のメリットを

数字で表すのは難しいか

もしれませんが、協賛会

社として長年続けてこら

れたことは、それだけで

も効果の現れだと思っています。同時に、はっきり

した数字が出ないことが、期待外れかもしれませ

ん。

――学校での食育活動は、実際にどのようなことを

されているのですか？

小学生と中、高校生に「だし」の大切さを教える

ために、食育として定期的に「かつお節の製造方法

と削り方」を紹介しています。かつお節がカツオか

ら出来ていることを知らない子どもたちがいるのに

は驚かされます。

――ほかの企業から「協賛するメリットは」と聞か

れたら、どうご説明されますか？

かつお節業界の中で、ベルマークを付けているの

は当社だけです。他の企業の商品と差別化できるこ

とを推奨の理由にします。

――今年もベルマーク運動説明会に多数、参加して

いただきました。受験に「勝男Ｖ士！！」をはじ

め、御社の商品を配布していただき、参加された皆

さんはとても喜んでいました。

今年は、何と言っても等身大のディーン・フジオ

スナッグゴルフ全国大会

茨城･友部小が優勝
ハイレベル大会制す

全国会場を巡回中

山形
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公演後、観客を見送る「白雪姫」役のジェイ

ミー夏樹さんらとハイタッチする子どもたち

手をつないで一輪車の練習をする浜松市立横山小の子どもたち

お客様・消費者である皆さんから、協賛会

社のベルマーク商品やキャンペーン、広報宣

伝活動について、ご質問やご意見、ご要望は

ありませんでしょうか。この欄では、社長自

らが経営理念や方針を話してくださる企業も

多くあります。電話やおはがきでお知らせい

ただければ、今後のインタビューに生かして

いきたいと考えています。

ベルマーク教育助成財団 広報部
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